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研究成果の概要（和文）：対話的，探索的な情報アクセスの研究において重要となるシステム評価のために，効果的に
情報収集を行うための実験手法を提案した．この手法には，情報アクセス行為全体を観察しつつ，そのような広い行為
の観察に伴う揺れをできるだけ少なくする工夫がなされている．そこで得られたログ情報の分析を通じて，検索意図や
検索対象の違いによって，情報アクセスの特徴が異なることを明らかにし，本手法の有効性を示した．加えて，対話的
，探索的な情報アクセスにおいて様々な形で視覚情報を利用する一連のシステムを試作し，その有効性を評価した．

研究成果の概要（英文）：A framework of experiments was proposed, for evaluation of interactive information
 access systems. This framework lays emphasis on that the whole process of information access can be obser
ved and that the noise caused by such a wide scope of the observation can be minimized.  The effectiveness
 of this framework was demonstrated by a sample study, which showed the dependency of users' information a
ccess style to their intent and the characteristics of their task.  In addition, several ways of use of vi
sual information for interactive information access were investigated through experimental system construc
tion and user experiments. 
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１．研究開始当初の背景 
 
情報アクセスは，見つけ出すべきものが膨大
な情報の中に埋もれていることに加えて，何
を見つけ出したいかが必ずしも定まってい
るわけでもないために，対話的，探索的に行
われることになる．一方で，情報アクセス研
究は，ただ一回の検索質問を受け取ってそれ
への解答となる文書群を返すというモデル
に基づくものが中心的であり，現実に行われ
ている対話的，探索的な側面については，評
価の枠組みも明らかでなく，それに関する研
究を進める方法論も確立していなかった 
 
２．研究の目的 
 
対話的・探索的情報アクセスに対して有効な
支援を提供するためのシステムの構築を最
終目的としつつ，本研究はその基盤構築のた
めに，以下をその目的としている． 
 
(1) 対話的・探索的情報アクセスを支援する
環境（システム）の研究を進める基盤となる
ような，効果的に情報収集を行う実験手法を
検討すると共に，そのような手法によって得
られたデータの分析を通じて，評価手法を確
立する． 
 
(2) 対話的・探索的情報アクセスにおける視
覚情報の利用に注目し，情報アクセスにおけ
るインタフェースとしての図表の利用，写真
等の視覚情報とテキストを相互に関連づけ
た混在型情報コンテンツへの情報アクセス，
テキスト分析・マイニングを通じての情報ア
クセスにおいて試行錯誤的に様々なツール
を利用するためのインタフェース，視線情報
によるフィードバックを活用した情報アク
セスについて検討し，システム構築を通じて，
それらが，対話的・探索的情報アクセスに有
用であることを確認する． 
 
３．研究の方法 
	
 
評価方法の検討には，国立情報学研究所が主
催する情報アクセスのための評価型ワーク
ショップ NTCIR を利用する．NTCIR における
タスク（VisEx と名付けた）として，提案す
る評価の枠組みに基づいた対話的・探索的情
報アクセスの評価課題を設計し実施した．
VisEx では，対話的・探索的情報アクセス行
為全体に関する観察を行うこと，環境の評価
にノイズとなって影響するような要因を可
能なかぎり排除することを目的として，図の
ような枠組みを採用した．	
 
	
 
ここで，評価される情報アクセス環境は図の
中央に示した構成を持つものと仮定される．
この環境のうち，核部が参加者によって作成
され，提出される．実際の検索を行う情報検
索エンジンや集められた知識の編集や記録

に用いられるエディタ部分は共通化して，更
に，すべてが Web ブラウザの下で動作し，利
用者はすべてのインタラクションをブラウ
ザ経由で行うとしている．情報アクセス核部
は，これらやスニペット生成等のその他の機
能を有機的に組み合わせて，情報アクセス環
境を構成する．その役割は，利用者の情報ニ
ーズを受け取って情報検索エンジンに送り，
その結果得られた情報をわかりやすく，課題
の達成を容易にする形で利用者に提示する
等して，情報アクセス行為を支援することに
ある．	
 
	
 
このような構成は，情報アクセス行為全体，
つまり，情報を集めるだけでなくそれを知識
としてまとめ上げる部分までを観察しつつ，
そのような広い行為の観察に伴う揺れをで
きるだけ少なくする，情報アクセス環境を用
いる利用者の振る舞いに加えて，その中の構
成要素間のやりとりについても統一的かつ
詳細なデータを取得することを目指したも
のとなっている．	
 
	
 
本研究においては，評価の枠組みの検討が目
的の大きな部分を占めるので，このような枠
組みの提案自体も，成果の一部ということが
できる．	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1)	
 VisEx の枠組みによって得られるデータ
は，被験者によって作成されたレポート，課
題実施中の被験者の行為やシステムの動作
を記録したログ記録，システムやトピックに
ついての被験者へのアンケート結果である．
これらは，評価の対象である情報アクセス環
境を用いて行われた課題について，その最終
的な成果物，そこに至る動的なプロセス，そ
れを行った主体の印象という異なる側面を
表現している．これらを，それぞれに，そし
て相互に関連づけて解析することで，情報ア
クセスという複雑な行為を総合的に捉える
ことができ，その中で報アクセス環境をの果
たしている役割を評価できるのではないか
というのが VisEx での期待であった．	
 
	
 
しかし，実際には，実験で得られたそれらの
データから何かを意味する情報を読み取る
ことは思いの他難しく，一般的な評価方法の
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図	
 VisExの枠組み 



確立には到らなかった．しかし，その一方で，
個別システムの比較では VisEx の枠組みが有
益であることが明らかになった．VisEx にお
いて得られたデータに基づいて，VisEx タス
ク参加者はそれぞれに提出システムの評価
を行うことができた．	
 
	
 
(2)	
 個別システムの比較で，VisEx の枠組み
が有効であることを示す一例として，VisEx
で得られたログの情報の分析を通じて，検索
意図や検索対象の違いによって，情報アクセ
スの特徴が異なることを明らかにできたこ
とがあげられる．キーワード検索のみをアク
セス手段とするシステムと加えてファセッ
ト検索を持つシステムとの比較を ViaEx の枠
組みで行うことで，ふたつの検索方式のどち
らが有効であり利用者により利用されるか
は，利用者の検索意図によって変化し，ある
条件を満たす出来事の一覧を作成するよう
な場合はファセット検索が積極的に用いら
れることを明らかにした．このことから，検
索意図に応じた情報アクセス支援環境設計
が重要であることがわかった．	
 
	
 
(3)	
 対話的探索的情報アクセスにおける
様々な形での視覚情報の利用については以
下を行った．	
 
	
 
①	
 情報アクセスにおけるインタフェースと
しての図表の利用では，人口や商品価格等の
統計情報の変化・動向に関係した情報にアク
セスするために，折線グラフを用いるシステ
ムを提案した．価格のピーク等，折線グラフ
での特徴的な変化を指定することで，それに
関連した情報を得ることができる．このシス
テムの有効性は VisEx の枠組みで評価された．	
 
	
 
②	
 写真等を含んだ様々なメディアからなり，
時間軸に位置づけられた情報への横断的な
アクセスを支援するシステムを構築した．写
真のメタ情報である時間情報を時事情報テ
キストの時間情報と関係づけ，写真は関連す
るイベントごとに，時事情報テキストはトピ
ックごとにグループを構成させている．これ
により，利用者の様々な関心の移り変わり，
例えば，イベントから写真へそこからその頃
起きていた出来事へ等，に追随することがで
き，利用者の探索的な情報アクセスの支援を
実現した．	
 
	
 
③	
 テキスト分析・マイニングを通じての情
報アクセスにおいては，試行錯誤的に様々な
ツールを組み合わせて，必要な結果を導く必
要がある．そのためには利用者は，ツール間
の関係や枠割分担を理解でき，同時に自分が
今何を使ってどんな分析をしているかを把
握できる必要がある．このような要件を満た
すインタフェースがどのようなものである
かを評価実験を通じて明らかにした．	
 
	
 

④	
 マウスによるポインティングに替えて視
線インタフェースを用いて，対話的情報アク
セスを行うシステムの開発を行った．これに
ついては，利用者を含んだ評価実験を行い，
利用者ログ情報を分析し，その有効性を確認
している．	
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